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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 カルロ・ドメニコーニ 

「コユンババ」の作曲家であるドメニコーニ。趣味は釣りだそうです。 

今回は、かなり盛りだくさんの情報です。まずは、作曲家になった理由から話が始まります。 

◼ 私は、22 歳ごろまでは、皆と同じようにソル、タレガを弾いていた。でもだんだんクラシックギタ

ーのレパートリーが貧弱に見えてきた。そこで「何か作ってやろう」と思ったのが切っ掛け。 

◼ ギターの曲になぜこんなに変な編曲が多いのかという問題に直面した。セゴビアの編曲も、ギター

の音を引き立てるには成功していると思うが、しかし、編曲としては良くない。 

◼ また、ギターのオリジナル曲も貧弱だ。優れた作曲、ベートヴェンやモーツァルトのような作曲家

がいない。彼らはみんなピアニストだ。ピアノはギターに比べるとずっと完成された楽器だ。ギタ

ーには彼らのような人がいない。ギターを発展させるためには、偉大な音楽家の出現を経験しない

といけない。 

◼ タレガはギター界への貢献は高いが、作曲家としては弱い。「アルハンブラの思い出」をはじめい

くつかの名曲を作っただけだ。とても作曲家とは呼べない。 

◼ テデスコ、ポンセ、ロドリーゴ、タンスマンは、第 1 級とは言えないが悪くはない。ただ、テデス

コも「悪魔の奇想曲」等数曲だし、ポンセも 3 つのソナタがあるがどれもベストではない。ポンセ

は小品がいいし、「前奏曲集」はとても美しい。 

◼ ただ、一人だけギターの作曲が素晴らしい 1 級の作曲家がいる。それは、V.ロボスだ。そして彼に

続くのがブローゥエルだ。舞台で、ギターがガンガン鳴り響いて、最高の気分を味わえるのは、V.

ロボスの「練習曲第 11 番」だけだろう。 

◼ ただ、ピアノでもその音楽が確立するのに 200 年はかかった。ギター界も今はたくさんの作曲家が

いるから、少しづつ変わっていくと思う。 

◼ （セゴビアの話になって）セゴビアが亡くなる３か月前、バンコクで空港に行くバスに乗ていたら、

バスが急停車した。私はよろけて杖を持った老人の膝に座ってしまった。「すみません！」と言い

ながら顔を見るとセゴビアだった。セゴビアの膝に座ったのは私ぐらいだろう。 

 

（ドメニコーニの作品目録が、インタビュー記事の最後に載っています） 

Guitar dream NO.６(200７．０８)の紹介  by yakateru 



【話題のアーティスト紹介 ギタリスト 新井伴典】  

彼も釣りが趣味だそうで・・・・・・。 

◼ 釣りはギターに通じるものがあります。魚の状態に合わせて色々変えていかなければいけない。ボーっと

だらだらと練習していてはギターは上手になりません。「攻め」が必要です。 

◼ 練習曲（エチュード）といわゆる「曲」の間の境界線をなくしていきたい。練習曲の小品も演奏会で取り

上げていきたいと思っています。 

◼ 曲を演奏する時には、ストーリーを考えます。すべての曲に奏するわけではありませんが「場面を想定す

る」ことをやっています。 

◼ 心がけていることは、第 1 に音づくりです。また、和音を美しく弾くこと。ギターは和声楽器ですので、

これをもう少し意識的にとらえなければいけません。そのための近道がエチュードだと思っています。 

 

【マエストロ養成講座 第６回】 

第６回は、カルリの「アレグレット」とアルバの「感傷的なアンダンテ」アルバの曲は知りませんでした。 

 

【ギター 達人への道 第６回：エドゥアルド・フェルナンデス 抜粋・概要】 

今回から、ちょっとお休みです。 

 

【ヴィラ・ロボスのギター作品 新資料と演奏の影響 第 3回（最終回）】 

NO5 ではとんでしまった第 3 回。特に、12 の練習曲に関して楽譜のあいまいな点や誤りを一覧表にして軽

視されている。楽譜では、「ｐ」となっているが本当は「ｆ」とか・・・・えっ！という感じですが。 

 

   指摘している表の一部 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：今からギターを始めようという人、基礎からもう一度やり直そう

と考えている人向けの教本。６回目は、ポジション移動の話です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ピアソラの「オブリビオン」とヘンデルのアリア「オンブ

ラ・マイ・フ」のソロアレンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：初級・中級者向けのに演奏テクニックの再考を行うための記事。第６回

は、「21 世紀のギター教本」と同じポジション移動。ここいらへんは連携を取っているのだろうか。 

 

その他、「海外レポート」「クラブ・マリアデュオのインタビュー（今回は、ギタリストの大橋正子さん）」等も

あります。第６号のメインは、そんなところでしょうか。 

 

 



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 

 


